第九课　会議
単語
　巡らす

①（囲む）围上，绕上

　△ 垣根をめぐらす／围上围墙
　△ 目を四方にめぐらす／用眼巡视周围

②（考えを働かす）运筹

　△ 思案をめぐらす／想办法
　△ 知恵をめぐらす／动脑筋

　自ら　

①[名](自分)自己

　△ みずからを欺かない／不自欺
　△ 自らを省みる／自我反省

②[副]（自身で）亲自，亲身，亲手

　△ 自ら手を下す／亲自动手
　△ 自ら名乗る／自我介绍

　差し控える

①（待つ）等候

　△ ずっと彼の後ろに差し控えていた／一直在她后边等候。
　△ 客は応接室に差し控えている／客人正在客厅等候。

②（控えめにする）节制，控制　

　△ 塩分を差し控える／节制吃盐
　△ 今、真実を告げるのは差し控えよう／把真相暂时保留，别告诉他吧。

　受け止める

①（ものを）接住，挡住，阻止

　△ カーブを受け止める／接住曲线球
　△ 殴りかかるのを片手で受け止める／用一只手挡住打来的一拳。
　△ 敵の攻撃を受け止める／阻止敌人的进攻

②（相手の気持などを）理解，认识

　△ 当局は学生の要求を受け止めて、改革案を検討することにした／当局接受学生的
　　 要求，决定讨论改革方案。
　△ 私の気持を受け止めてくださったのは先生だけです／只有老师理解了我的心情。

　断る

①（予告する）预先通知，事先请示，事先说好

　△ 前もって断っておく／事先通知一下
　△ 断らずに入ってくる／未经请示就进来

②（拒絶する）谢绝，拒绝，禁止

　△ 注文を断る／谢绝订货
　△ 出席を断る／谢绝出席

　明らか
（はっきりした）明显，显然，清楚

　△ 明らかに間違っている／明显错了。
　△ 火事の原因は明らかでない／失火的原因不明。
　△ 次第に明らかになってくる／逐渐清楚起来
　△ 立場を明らかにする／明确立场

　立ち消え

①（火が）中途熄火

　△ この薪は乾きが悪いから立ち消えする／这个劈柴没干透，烧到半途就熄灭。

②（計画などが）中断，中辍

　△ 旅行の計画は立ち消えになる／旅行的计划半途而废了。
　△ 事件はそれっきり立ち消えになった／事件最后不了了之。

　その都度

①（毎回）每次，每回

　△ その都度金を払う／每次都付现金。
　△ 何回もやってみた。だがその都度失敗した／试了多次，可是每次都失败了。

　養う

①(育てる)养育

　△ 子供を養うのは親の義務である／抚养子女是父母的义务。
　△ 小さい時に両親を失って叔父に養われた／幼时双亲去世，由叔父拉扯大。

②（扶養する）养活，供养

　△ 家族を養う／养家
　△ 妻子を養う／养活妻儿

　たっぷり

①（十分な様子）充分，足够

　△ 興味たっぷりだ／满有兴趣。
　△ 金がたっぷりある／前有的是。
　△ たっぷり眠った／足足地睡了一觉。

②（ゆとりがある）宽绰，绰绰有余

　△ たっぷりした服／宽大的衣服
　△ 寸法をたっぷり取る／把尺寸量大一些。

　有難い

①（貴重な）难得,少有,可贵

　△ ありがたい機会／难得的机会
　△ ほんとうにありがたい雨だ／难得的一场雨呀。

②（さいわいに）值得庆幸，感到高兴

　△ 何不自由なく暮らしていられる身分をありがたいと思わなければならない／你有
　　 一个能过舒适生活的境遇，应该感到高兴。
　△ ありがたいことに、私はまだ達者だ／值得庆幸的是我还健康。

③（感謝すべき）值得感谢，感激

　△ ご親切ありがとうございます／多谢您的好意。
　△ そうしてくださるとありがたいですが／您能为我那样做，我将表示感激。
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②（考えを働かす）运筹

　△ 思案をめぐらす／想办法
　△ 知恵をめぐらす／动脑筋
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②（控えめにする）节制，控制　

　△ 塩分を差し控える／节制吃盐
　△ 今、真実を告げるのは差し控えよう／把真相暂时保留，别告诉他吧。
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　△ カーブを受け止める／接住曲线球
　△ 殴りかかるのを片手で受け止める／用一只手挡住打来的一拳。
　△ 敵の攻撃を受け止める／阻止敌人的进攻

②（相手の気持などを）理解，认识

　△ 当局は学生の要求を受け止めて、改革案を検討することにした／当局接受学生的
　　 要求，决定讨论改革方案。
　△ 私の気持を受け止めてくださったのは先生だけです／只有老师理解了我的心情。

　断る

①（予告する）预先通知，事先请示，事先说好

　△ 前もって断っておく／事先通知一下
　△ 断らずに入ってくる／未经请示就进来
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　△ この薪は乾きが悪いから立ち消えする／这个劈柴没干透，烧到半途就熄灭。
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　△ 旅行の計画は立ち消えになる／旅行的计划半途而废了。
　△ 事件はそれっきり立ち消えになった／事件最后不了了之。

　その都度

①（毎回）每次，每回

　△ その都度金を払う／每次都付现金。
　△ 何回もやってみた。だがその都度失敗した／试了多次，可是每次都失败了。

　養う

①(育てる)养育

　△ 子供を養うのは親の義務である／抚养子女是父母的义务。
　△ 小さい時に両親を失って叔父に養われた／幼时双亲去世，由叔父拉扯大。

②（扶養する）养活，供养

　△ 家族を養う／养家
　△ 妻子を養う／养活妻儿

　たっぷり

①（十分な様子）充分，足够

　△ 興味たっぷりだ／满有兴趣。
　△ 金がたっぷりある／前有的是。
　△ たっぷり眠った／足足地睡了一觉。

②（ゆとりがある）宽绰，绰绰有余

　△ たっぷりした服／宽大的衣服
　△ 寸法をたっぷり取る／把尺寸量大一些。

　有難い

①（貴重な）难得,少有,可贵

　△ ありがたい機会／难得的机会
　△ ほんとうにありがたい雨だ／难得的一场雨呀。

②（さいわいに）值得庆幸，感到高兴

　△ 何不自由なく暮らしていられる身分をありがたいと思わなければならない／你有一个能过舒适生活的境遇，应该感到高兴。
　△ ありがたいことに、私はまだ達者だ／值得庆幸的是我还健康。

③（感謝すべき）值得感谢，感激

　△ ご親切ありがとうございます／多谢您的好意。
　△ そうしてくださるとありがたいですが／您能为我那样做，我将表示感激。
文法
1 なり

“なり”是一种构词形式，接在名词后面表示“与……相合适”“那般的”等。

　△老人には老人なりの知恵がある／老人有老人自己的智慧。
　△私なりに努力はしてみましたが、力が及びませんでした／我尽了自己的努力，但是我的力量达不到。
　△この結論は私なりに悩んだ末のものです／这个结论是我自己冥思苦想的结果。

2 ～を機会に

“～を機会に”接在体言后，表示“以……为机会”“趁……为机会

　△出張を機会に観光する／借着出差的机会观光。
　△上司が酔ったのを機会に、情報を騙し取る／趁上司喝醉酒骗取情报。
　△今度の合併を機会に、わが社は21世紀をリードする企業としてさらに発展していかなければならない／我公司作为领先21世纪的企业，要以这次合资为契机，更深入发展下去。

3 ～てはどう

“～てはどう”是书面语，接在动词的连用形“て”形后面，表示提出某项建议提供考虑，征求意见。更客气的讲法是“～てはいかが”，相当于汉语的“……怎么样”“……如何”。类似用法还有“たらどうか”“たらいかが”，所不同的是后者用于一般会话。

　△この辺でちょっと休憩してはどうですか／在这儿休息一会儿怎么样？
　△この問題については、田中君に任してはどうだろうか／这个问题交给田中君处理　怎么样？
　△弁護士に相談してみてはどうですか／找律师商量商量如何？
　△少しお酒でも飲んでみたらいかがですか。気分がよくなりますよ／你稍微喝点儿酒吧。心情会好点儿的。

4 ～ぐらいは

“ぐらい（くらい）”是副助词，表示大约的数量或程度。 “～ぐらいは～” 或“～ぐらいの～”等形式表示“起码……”“最低限度……”的语气。

　△難しいことは言えませんが、簡単な日常会話ぐらいは大丈夫です／难的不会说，简单的日常会话没问题。
　△背はあまり高くないが、170センチぐらいはあると思う／个子不算高，但我想170厘米还是有的。
　△不器用ですが、それぐらいの常識はあります／我虽然笨，但那点儿常识还是有的。

5 ～わけだ

“わけ”是形式体言，接在用言、活用词连体形后面，接名词时为“名＋な／である わけだ”。“～わけだ”的用法很多，本课学习其中的两种用法。

　①根据前面所表达的或前后文所表示的事实，合乎逻辑地导出结论。用于说话人就某些事进行说明解释时。可译成“当然……”“自然……”“就是……”。

　△イギリスとは時差が８時間あるから、日本が１１時ならイギリスは３時なわけだ
　　/ 和英国有八小时的时差，所以日本是11点的话，英国就是3点。
　△彼女は中国で３年間働いていたので、中国の事情にかなり詳しいわけである／她在中国工作了3年，自然对中国的情况相当熟悉了。

　②强调说话人所叙述的事是有合乎逻辑的根据的事实。在口语中使用较多。有时给人一种强加于人的语气。可译成“就是……”“都是……”“应该是……”，有时不必译出。

　△四人とも車で来るわけだから、うちの前にずらっと四台路上駐車することになるね
　　／4个人都是开车来，所以我们家门口就会并排停上4辆车了。
　△私は古本屋めぐりが好きで、暇があると古本屋でいい本を探しているわけですが、
　　このごろはいい古本屋が少なくなってきたので残念に思います／ 我喜欢转旧书店，一有空就在旧书店找好书。但最近好的旧书店越来越少，真让人感到遗憾。

6 は 

“は”可以接在助词和副助词等后面,和“が”呼应使用,表示让步.

　△話を聞いてはくれたが、意見を言わなかった／他听了我的话,但没有发表意见。
　△準備してはあるが、十分ではない／准备是准备了，但是不充分。
　△行くには行くが、今日は行けない／去是去，但今天不能去。

7 ～ではなく、～だ

“～ではなく（て）、～だ” 接在名词或“用言连体形＋の”的后面，表示“不是……而是……”。

　△私が買ったのは、日英辞書ではなくて、英日辞書です／我买的不是日英词典，而是英日辞典。
　△彼がこの前一緒に歩いていた女性は、恋人ではなくて、妹なのだそうだ／据说前几天和他一起走的女子不是他的恋人，而是他的妹妹。
　△私たちが彼のところへ行くのではなくて、向こうから来るというんです／不是我们去他那儿，是他来我们这儿。
　△仕事をやめるのは報酬が少ないからではなくて、別の仕事をしたいからです／想辞去工作不是因为报酬少，而是因为想做别的工作。

8 接尾词“げ”

“げ”接在形容词和某些形容动词词干后面，构成形容动词，表示某种神情、样子、情形、感觉等。

　△高いビルの上での作業を人々は不安げに見上げていた／人们不安地抬头望着高楼上的作业。
　△お手伝いして母に褒められた子供は、得意げだった／因为帮忙而受到母亲表扬的孩子一脸的得意。
　△彼は何か言いたげにしていたので、こちらから声をかけた／他好像要说什么，所以我主动和他搭了话。
　△留学する兄を見送る母は寂しげだった／目送去留学的哥哥，母亲显得很寂寥。

9　ことと存じます
　
“ことと存じます”表示讲话人的推测，相当于汉语的“想必”。这种表达方式非常恭敬有礼，所以前面的定语要用表示尊敬的表达方式。

　△みなさまにはお変わりなくお過ごしのことと存じます／想必各位一切都无恙吧。
　△当地はめっきり寒くなりました。東京も寒いことと存じます／本地一下子冷起来了，东京想必也冷了吧。
　△新緑の候、皆様にはお元気でお活躍のことと存じます／时下正值大地回春之际，想必诸位身体健康，工作顺利吧。

10 なんにもならない

　　“なんにもならない”是个词组，表示“无济于事”。

　△いまさら後悔しても何にもならない／现在后悔也来不及了。
　△いまさらそんなことを言っても何にもならない／现在说这种话也无济于事。
　△頑張らないと、頭がよくても何にもならない／不努力的话，脑子好使也不管用。
　△本人が頑張らないと、先生はいらいらしても何にもならない／本人不努力的话，老师着急也无济于事。
前文
会議をする場合、参加者の一人一人が、話し合いの議題について、よく理解しておくことが大切です。そのためには、議題を事前に予告しておくことが必要です。それによって参加者は、あらかじめ議題について考えを巡らし、自分なりの意見を用意しておくことができ、話し合いが活発に行われるようになります。

　会議では、進行やまとめをする係りとして議長を選びます。議長は、発言が全員に、しかも公平に行われるようにしたり、適切に判断して議事を進行したりして、建設的に話し合いが進められるように気を配ります。ときには議長も自ら意見を言いたくなる場合もありますが、なるべく差し控えて、参加者に自由に意見を出させるようにします。そして、個人個人の意見を大事にしながら、それを整理し、まとめていきます。

　参加者は前の人の発言をよく受け止めて、議長に断ってから発言するようにします。また、質問なのか、意見なのか、発言の意図を明らかにするようにします。とくに、賛成、反対の意見を言う場合には、その理由をはっきりさせるようにします。
議長　それでは、会議を始めます。今日は、黒板に予告しておいたように、「読書発表会のもち方」という議題について話し合います。では、この議題について、図書委員の谷川さんに提案理由を説明してもらいます。谷川  私たちのクラスでは、何回か読書発表会をやったことがありました。けれども、発表のできる人が少なかったことや、会の内容がつまらなかったことなどで、
　　 立ち消えになってしまいました。この間、図書委員会で話し合ったとき、上級クラスになったのを機会に、みんなが本を読みたくなるような楽しい読書発表会のもち方を工夫してみてはどうか、ということになったのです。それで、会の内容や発表の仕方について、みんなで話し合ってもらいたいと思ったす。
会话
議長　会の内容がつまらなかったというのは、どういうことですか。

谷川　何人かの人に聞いたところでは、いつも、物語のあらすじや感想の発表ばかりで，おもしろくなかったということでした。

木村　今までの発表者は、全部で何人ぐらいでしたか。

谷川　たしか四回で、二十人ぐらいだったと思います。

大田　発表者を増やすには、発表会をもっと多くしなければなりませんね。

谷川　そうなるかもしれません。でも、一人の時間をもっと短くするように工夫することも、できるのではないでしょうか。

野村　ぼくは、発表者を増やしても、みんなが本を読んでいなければ、なんにもなら 

 HYPERLINK "http://det.tjfsu.edu.cn/j_course_2/book_3/lesson_9/3_9_b.htm" \l "10" ないと思うな。

議長　ちょっと待って。ほかに質問はありませんか。—— では、野村君。

野村　ぼくはひまがなくて、あまり本を読んでいないから、発表することがなくて困ります。だから、増やさなくてもいいと思います。

高木　ぼくも同じです。

大田　でも、一か月に一冊ぐらいは読めるでしょう。そうすれば、月一回の発表会で
　　　も、全員が発表できるわけです。それに、谷川さんの提案理由にもあったように、読書発表会を通して、みんなが読書に親しむようになることも、大事なことだと思います。

谷川　図書委員会の資料によると、一人平均、一か月に約一·五冊です。

議長　野村君、高木君、どうですか。

野村　そのくらいなら読んでいると思います。ぼくもできそうです。

議長　では、会のもち方にどんな方法があるか、意見を出してください。

北川　私は、毎月第一土曜日とか、日を決めてやるようにしたらいいと思います。そうして、その都度、次回の発表者を決めておくのです。

大田　ぼくも、北川さんの意見に賛成です。毎回何人が発表するかも、だいたい決めて

 HYPERLINK "http://det.tjfsu.edu.cn/j_course_2/book_3/lesson_9/3_9_f.htm" \l "5" おくほうがいいと思います。こういうふうにすると、発表者のはげみにもなって、読む力も養われると思います。

高木　それはいいな。どうしても読まなければならなくなります。

大田　私は、定期的に、発表者を決めて会を開くことには賛成ですが、毎月一回でなく、もっと発表の機会を多くする必要があると思います。あらすじや感想を詳しく話すのではなく、読んだ本の紹介をするだけでもいいと思います。

木村　ぼくも、大田さんと同じ意見です。週に一回ぐらい短い時間でもいいから、読んだ本をお互いに早く知らせあうことが大切だと思います。これは、読書発表会と区別して、読書報告会としたらどうでしょう。

中村　読書生活の向上ということも考えて、わたしは今の意見に賛成です。

議長　今までに、会のもち方として、月一回の読書発表会と週一回の読書報告会が出されましたが、まだほかにありますか。

石原　ぼくは、今までの案に反対というわけではないのですが、それとは別に、一年に一回か二回、たっぷり時間をとってやるのもいいと思います。読書の発表だけでなく、朗読をしたり、班ごとに読んだ本の紙芝居を作って発表したり、いろいろ楽しい試みが工夫できるでしょう。それから、感想文や読書ノートを展示するのもいいでしょう。

野村　それはおもしろそうだな。読書の祭典だね。

議長　三つの案が出ましたが、図書委員として意見はありませんか。

谷川　みんな、とてもいい意見で楽しみです。もっと具体的に話し合いを進めてもらえればありがたいのですが、それから、全部やるのかどうかも。

議長　分かりました。時間のことは、後で先生のご意見をお聞きしなければなりませんが、これから、読書報告会、読書発表会、読書祭りの順で話し合いを進めたぃと思います。できるだけ具体的に会の内容や方法について意見を出してくださぃ。

